
第５２号
人と人・学びと学びを 発行

令和3年 ３月１０日
つなぎ 結ぶ 羅臼町教育委員会

羅臼町栄町 ８７－２１２９

２月２２日（月）に春松小６年生と岐阜県白川村の白川郷学園６年生が、イ
ンターネットを使用して交流しました。
羅臼町と白川村は、世界遺産の町という共通点があり、春松小学校は「知床

学」、白川郷学園は｢村民学｣と言う呼び名でそれぞれ自分たちの町のことを学ん
でいます。
春松小学校は、１年生から６年生までそれぞれの学年の「知床学（海洋教育）」

で学習していることをグループに分かれて発表しました。
白川郷学園は、義務教育学校なので１年生から９年生までいます。
白川郷で行われている「村民学」の学びについてどのようなことをやってい

るのか紹介してくれました。
白川郷の６年生は、Ｗｅｂでの交流経験があり、発表も慣れているようでし

た。春松の６年生は、初めての経験で少し緊張した様子がうかがわれました。
発表後、お互いの疑問点を聞き合い、無事交流を終えることができました。

※交流の様子

幼稚園・小学校・中学校・高校の令和２年度の取り組み






